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VIVAあみーご

•地域社会の一員として豊かに
暮らすための日本語教室

通常の日本語教室

毎週火曜日１９：３０～２１：００

就労につながる日本語講座

２回/年 ２月～６月・８月～１１月

毎週火・木１９：３０～２１：００





４月２１日
オンライン授業



７月から普通
の教室を再開



SNS・情報シェア



コロナウイルスによる
外国人住民の生活変化調査

新型コロナウイルス感染拡大のため、世界中が
社会情勢の大きな変化を経験し、

不安定な状況が続いている。

そこで、三重県北部に住む外国人の現状を把握
することを目的に緊急調査を行った。



コロナウイルスによる
外国人住民の生活変化調査

調査期間：2020年5月1日（金）～7日（木）

調査対象：三重県北部在住の外国人住民

調査方法：スノーボールサンプリング 法によるインター
ネット調査（ポルトガル語、ベトナム語、スペイン語、英
語、やさしい日本語の５言語で実施）

アンケート調査回収数：322件



・必要な情報は何ですか？

行政からの支援に関する情報を最も必要
としているが、外国人住民に届きづらい。



・情報は入手できていますか？

約３割の人には情報が届いていない。



・どこから情報を入手していますか？

2020年5月の調査
行政から情報を入手している→2.8%



★調査のまとめ★

＊現在抱えている、家賃や光熱費の支払いの問題は、就業状況が
回復しない限り続くのは、もちろんのこと、さらに悪化することが考えら
れる。
家賃や光熱費だけでなく、日常生活を営むにあたって必要な経費の
支払いが困難になる可能性がある。

＊外国人住民が最も必要としている「行政からの支援について」の情
報を、正確にかつ迅速にいきわたるような情報発信の方法を考えてい
く必要がある。



★相談内容（2020年4月～現在）★

・特別給付金について
・持続化給付金について
・雇用調整助成金について
・緊急小口資金貸付について
・住宅確保給付金について

・家庭内での問題について
（DVなど）

・帰国前のPCR検査について
・濃厚接触者となった場合について

・日本語の学習について
（大人・子ども）

・仕事について
（残業がなくなったため、アルバイトを探したい）

・在留資格について



•情報を得てない方が減りました。外国人も自分から情報を探しにいく
ようなったと考えられます。

• ５月の調査では行政から情報を得ている人は３％しかいませんでした
→ ３か月後四日市市が行った調査では、約３割の方が行政から直
接情報を入手していることが分かりました。行政の支援を必要として
いると考えられます。

•新型コロナウイルス感染症が流行し始めて以降、市役所のホーム
ページを閲覧する人や、市役所が出す広報誌を手に取る外国人が増
えています。

5月の調査 ８月の調査→コロナの影響→

四日市市



★おわり★

ありがとうございました。


